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怒
　太平洋戦争は、第二次世界大戦の局面の一つで、日本と、主にアメリカ・イギリス・オランダなど連合国
との戦争でした。1941年（昭和16）12月８日午前3時19分、日本海軍第１航空艦隊は、アメリカ太平洋艦隊
の基地であるハワイ・オアフ島の真珠湾に対し奇襲攻撃を行い、太平洋戦争が勃発しました。この日にちな
んで、日本母親大会大阪連絡会は毎年、赤紙（戦時中に兵隊を集める召集令状）を配る宣伝行動で戦争反対
を訴えています。

今月のキーワード

太平洋戦争の開戦

　2004年12月23日、東京都葛飾区のマンションで、日本共産党の都議団報告などを配布したとして、荒川庸
生さんが住居侵入罪で不当に逮捕される弾圧事件が起こりました。一審の東京地裁では「政党ビラ配布の目
的は不当とは言えず住居侵入罪を構成する違法行為とは認められない」と明確な無罪判決。しかしこの12月
11日、控訴審の東京高裁で逆転有罪の不当判決が出されました。憲法で保障された言論・表現の自由、政治
活動の正当性を踏みにじり、政治的活動など市民の運動への萎縮効果をねらったものと指摘されています。

今月のキーワード

葛飾ビラ配布弾圧事件

「
２
０
０
７
年
日
本
平
和

大
会
」に
１
３
０
０
人

　

11
月
23
日
か
ら
25
日
ま
で
の
３
日
間
、
沖

縄
県
那
覇
市
の
会
場
を
中
心
に
、「
日
米
軍

事
同
盟
打
破
、
基
地
撤
去
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
「
２
０
０
７
年
日
本
平
和
大
会
」
が
開
か

れ
、
全
国
各
地
か
ら
１
３
０
０
人
、
大
阪
自

治
労
連
か
ら
も
３
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

沖
縄
戦
で
の
「
集
団
自
決
」
に
軍
の
関
与

が
な
か
っ
た
と
す
る
教
科
書
検
定
意
見
の
撤

回
運
動
が
大
き
く
広
が
る
沖
縄
。
国
会
で
は

ア
フ
ガ
ン
の
戦
争
を
支
援
す
る
「
新
テ
ロ
特

措
法
」
が
審
議
さ
れ
て
い
る
さ
な
か
で
、
ま

た
、
米
軍
基
地
の
再
編
強
化
の
も
と
で
、
各

地
で
米
軍
基
地
の
移
転
・
強
化
に
反
対
す
る

た
た
か
い
が
展
開
さ
れ
て
い
る
中
で
の
緊
迫

し
た
情
勢
に
呼
応
し
て
、
平
和
大
会
で
は
、

開
会
集
会
、
分
科
会
、
全
体
集
会
で
熱
心
な

報
告
や
討
論
が
続
き
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
「
テ
ロ
特
措
法
」
や
自
衛
隊
の

海
外
派
兵
を
許
さ
な
い
運
動
、
米
軍
基
地
強

化
反
対
の
運
動
を
強
化
す
る
ア
ピ
ー
ル
を
採

択
し
ま
し
た
。

キ
ャ
ン
プ
シ
ュ
ワ
プ
を

「
人
間
の
鎖
」で
包
囲

　

「
２
０
０
７
年
日
本
平
和
大
会
」
の
最
終

日
の
11
月
23
日
、
沖
縄
・
普
天
間
基
地
の
移

転
が
画
策
さ
れ
て
い
る
名
護
市
辺
野
古
に
あ

る
米
軍
キ
ャ
ン
プ
シ
ュ
ワ
プ
を
包
囲
す
る

「
人
間
の
鎖
」
行
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
大

会
に
参
加
し
た
人
や
、
現
地
の
沖
縄
か
ら
の

参
加
者
１
２
０

０
人
の
手
で
、

キ
ャ
ン
プ
シ
ュ

ワ
プ
の
ゲ
ー
ト

か
ら
敷
地
を
包

囲
し
、
見
事
に

「
人
間
の
鎖
」

が
つ
な
が
り
、

新
基
地
建
設
反

対
、
米
軍
基
地

の
再
編
強
化
反

対
の
意
思
を
示

し
ま
し
た
。

岩
国
、座
間
で
相
次
ぎ

１
万
人
を
超
え
る
集
会
も

　

沖
縄
で
の
た
た
か
い
を
は
じ
め
、
米
軍
基

地
の
再
編
・
強
化
に
反
対
す
る
た
た
か
い
が

い
ま
全
国
各
地
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

神
奈
川
県
・
座
間
市
で
は
、
米
軍
座
間
基

地
へ
の
「
米
陸
軍
第
一
軍
団
司
令
部
」
の
配

備
計
画
に
、
座
間
市
が
反
対
を
表
明
し
て
い

ま
す
。
星
野
勝
司
・
座
間
市
長
は
「
米
軍
基

地
の
恒
久
化
の
解
消
」
を
も
と
め
て
「
ミ
サ

イ
ル
が
撃
ち
込
ま
れ
て
も
反
対
を
貫
く
」
姿

勢
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。
防
衛
省
の
一

　いま全国で
　　　反対運動が
　広がっています

方
的
な
配
備
計
画
に
、
12
月
２
日
に
は
首
都

圏
か
ら
１
万
３
０
０
０
人
が
参
加
す
る
抗
議

の
大
集
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
横
須
賀
市
に
あ
る
米
軍
横
須
賀
基

地
に
は
２
０
０
８
年
８
月
に
原
子
力
空
母
ジ

ョ
ー
ジ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
の
配
備
が
明
ら
か
に

さ
れ
て
い
ま
す
。
世
論
調
査
で
は
７
割
の
横

須
賀
市
民
が
反
対
し
て
い
る
と
い
わ
れ
る
な

か
で
、
こ
の
間
、
市
民
は
配
備
の
是
非
を
問

う
住
民
投
票
条
例
制
定
運
動
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
な
ど
の
反
対
運
動
を
旺
盛
に
す
す
め
て
き

て
い
ま
す
。

　

い
ま
臨
時
国
会
が
緊
迫
し
て
い
ま
す
。
12

月
15
日
の
会
期
末
を
さ
ら
に
延
長
し
て
、
何

が
何
で
も
「
新
テ
ロ
特
措
置
法
」
を
成
立
さ

せ
よ
う
と
、
福
田
内
閣
は
必
死
で
す
。「
新
テ

ロ
特
措
置
法
」
案
は
11
月
13
日
に
自
民
党
・

公
明
党
の
与
党
が
衆
議
院
で
強
行
可
決
し
た

あ
と
、
参
議
院
で
審
議
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

与
野
党
逆
転
の
参
議
院
で
の
否
決
が
必
至
の

な
か
で
、
政
府
・
与
党
は
会
期
末
を
さ
ら
に

延
長
し
て
衆
議
院
で
の
再
議
決
を
視
野
に
い

れ
た
画
策
を
す
す
め
て
い
ま
す
。
首
都
・
東

京
で
は
12
月
12
日
に
日
比
谷
野
外
音
楽
堂
で

緊
急
集
会
が
ひ
ら
か
れ
、
国
会
内
外
で
は
連

日
の
よ
う
に
行
動
が
組
ま
れ
、
全
国
各
地
で

も
「
新
テ
ロ
特
措
置
法
は
廃
案
に
」を
掲
げ

て
集
会
、
パ
レ
ー
ド
、署
名
、
宣
伝
行
動
が

展
開
さ
れ
て
お
り
、
全
労
連
・
自
治
労
連
の

地
方
組
織
や
各
組
合
は
こ
の
と
り
く
み
に
全

力
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

　

新
し
い
「
テ
ロ
特
措
法
」
は
、
①
期
間
が

１
年
間
、
②
給
油
給
水
活
動
に
限
定
、
③
国

会
の
事
後
承
認
は
必
要
な
し
、
と
い
う
も
の

で
す
。
マ
ス
コ
ミ
で
は
「
給
油
新
法
」
と
し

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
水
や
油
を
タ
ダ
で

補
給
す
る
と
い
う
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

米
軍
艦
船
な
ど
に
補
給
さ
れ
た
燃
料
は
戦
争

に
活
用
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
ま
さ
に
、
戦

争
支
援
法
と
い
う
べ
き
も
の
で
、
国
連
の
承

認
の
な
い
無
法
な
ア
メ
リ
カ
の
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
へ
の
報
復
戦
争
を
支
援
す
る
た
め
の
法

律
で
す
。「
新
テ
ロ
特
措
置
法
」
を
必
ず
廃

案
を
勝
ち
取
り
ま
し
ょ
う
。

　

米
軍
基
地
の
再
編
強
化
反
対

の
世
論
は
い
ま
全
国
に
広
が
っ

て
い
ま
す
。
岩
国
市
で
は
12
月

１
日
、
座
間
市
で
は
12
月
２
日

と
相
次
ぎ
１
万
人
を
超
え
る
集

会
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。

　

と
く
に
、
岩
国
市
で
は
、
米

軍
岩
国
基
地
へ
の
米
空
母
艦
載

機
部
隊
の
移
転
計
画
に
対
し

て
、
岩
国
市
民
が
昨
年
３
月
の

住
民
投
票
で
明
確
に
反
対
の
意

思
を
示
し
ま
し
た
。
こ
の
姿
勢

を
貫
く
井
原
勝
介
・
岩
国
市
長

に
対
し
て
、
政
府
が
市
庁
舎
建

設
へ
の
35
億
円
も
の
補
助
金
を

一
方
的
に
カ
ッ
ト
し
、
移
転
の

受
け
入
れ
を
迫
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
市
庁
舎
建
設
工
事
が

ス
ト
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。
も
と

も
と
国
の
35
億
円
の
補
助
金
は

米
空
母
艦
載
機
部
隊
移
転
に
関

わ
る
も
の
で
な
く
、
２
０
０
４

年
の
空
中
給
油
機
移
転
の
受
け

入
れ
に
と
も
な
う
国
の
処
置

で
、
す
で
に
14
億
円
が
交
付
さ

れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

市
庁
舎
建
設
を
め
ぐ
っ
て
、

岩
国
市
議
会
で
は
４
度
に
わ
た

っ
て
予
算
が
否
決
さ
れ
、
市
の

財
政
が
重
大
な
局
面
を
迎
え
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
混
乱
を
招

い
た
原
因
は
約
束
を
守
ら
な
い

国
の
理
不
尽
な
対
応
に
あ
り
ま

す
。

　

こ
う
し
た
事
態
に
、
岩
国
市

民
は
12
月
１
日
に
は
岩
国
市
の

錦
帯
橋
の
河
川
敷
で
「
国
の
仕

打
ち
に
怒
り
の
１
万
人
集
会
」

が
開
か
れ
、
岩
国
市
民
は
も
と

よ
り
、
西
日
本
一
帯
か
ら
１
万

１
０
０
０
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

観
光
の
シ
ン
ボ
ル
・
錦
帯
橋

の
河
川
敷
に
は
ぞ
く
ぞ
く
と
集

会
参
加
者
が
つ
め
か
け
、
大
阪

か
ら
も
50
人
が
駆
け
つ
け
ま
し

た
。
大
阪
の
代
表
団
は
「『
米

軍
艦
載
機
く
る
な
』
の
ど
こ
が

あ
か
ん
ね
ん
。
岩
国
市
民
へ
の

国
の
仕
打
ち
は
許
せ
な
い
」
の

大
横
断
幕
を
掲
げ
ま
し
た
。
１

万
１
０
０
０
人
の
参
加
者
を
前

に
井
原
市
長
は
「
国
の
や
り
か

た
は
ま
さ
に
兵
糧
攻
め
。
岩
国

は
基
地
を
な
く
せ
と
い
っ
て
い

る
の
で
は
な
く
こ
れ
以
上
の
負

担
は
ダ
メ
と
い
っ
て
い
る
。
も

う
一
岩
国
だ
け
の
問
題
で
は
な

い
。
地
方
財
政
と
民
主
主
義
を

守
る
問
題
だ
。
こ
の
集
会
で
10

万
、
１
０
０
万
の
味
方
を
得
た

思
い
。
身
を
挺
し
て
が
ん
ば
り

た
い
」
と
熱
い
思
い
を
語
り
ま

し
た
。

　

集
会
で
は
参
加
者
の
怒
り
の

思
い
を
こ
め
た「
怒
」の
文
字
を

大
き
く
掲
げ
て
「
国
や
県
の
圧

力
に
対
し
て
、
市
民
の
安
全
・

安
心
を
守
ろ
う
と
立
ち
向
か
う

井
原
市
長
を
リ
コ
ー
ル
す
る
と

い
う
動
き
に
は
負
け
ら
れ
ま
せ

ん
。
錦
帯
橋
の
ま
ち･

岩
国
を
、

極
東
一
の
米
軍
基
地
に
し
て
い

い
の
で
し
ょ
う
か
。
愛
宕
山
に

米
軍
住
宅
な
ど
も
っ
て
の
ほ
か

で
す
。
日
米
地
位
協
定
の
見
直

し
を
求
め
ま
す
。
私
た
ち
は
多

く
の
市
民
と
手
を
た
ず
さ
え

て
、
ま
た
、
全
国
の
運
動
に
も

励
ま
さ
れ
て
必
ず
35
億
円
の
庁

舎
建
設
補
助
金
を
国
に
出
さ
せ

る
ま
で
運
動
を
強
め
て
い
く
」

と
の
決
意
を
明
ら
か
に
し
た
ア

ピ
ー
ル
を
採
択
し
ま
し
た
。

「
基
地
移
転
を
受
け
入
れ
な
い
と

�

庁
舎
建
設
の
補
助
金
は
出
さ
ぬ
」

こ
ん
な
理
不
尽
な
国
の
対
応
は
許
せ
ま
せ
ん

怒りの１万人集会国の仕打ちに
岩国・錦帯橋で

大阪でも廃案を求めるデモ行進（11/21）

「新テロ特措置法」　　

　　　　　　必ず廃案を

国会延長しても

沖縄
岩国
座間

岩
国
市
の
錦
帯
橋
の
河
川
敷
は
１
万
１
０
０
０
人
の
「
怒
」
の
思
い

で
埋
め
尽
く
さ
れ
ま
し
た

米軍基地の

再編強化は

許しません


